
 　近年年ゲノム編集技術が発展し、遺伝⼦子の⼀一部を⾃自在に改変できるようになったことで、病気に強
くなったり、腐りにくくなったり、⽢甘くなったり、機能性が⾼高まったりするなど、有⽤用な形質を
もった農作物を迅速に開発することが可能となってきました。�
 　このようなゲノム編集技術を使ったトマトの育種改良良の事例例を紹介します。�

ZFN、TALEN、CRISPR/Cas9といった⼈人⼯工制限酵素の利利⽤用に
より、あらゆる⽣生物種で⽬目的とする遺伝⼦子の改変が可能と
なった技術です。ゲノム編集技術を利利⽤用した植物の改変は
New	
  Plant	
  Breeding	
  Techniques	
  (NPBT)にあてはまり、外来遺
伝⼦子を残さず変異異を導⼊入することができます※。	
  

※NPBTにより作られた作物がカルタヘナ法等で規制さ
れる遺伝⼦子組換え作物にあたるかどうかはまだ決定され
ていません。�
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○交雑：種内、種間、属間など（バイテク技術を活用） 
○ランダム変異誘導 
　１）化学薬剤処理：EMS, MNUなど 
　２）放射線処理：X線、γ線、重イオンビームなど 
　３）培養変異誘導 
○ターゲット変異導入 
　１）遺伝子組換え技術：アグロバクテリウム法（間接 
　　　法）、パーティクルガン+エレクトロポレーション 
　　　法（直接法） 
　２）ゲノム編集技術：ZFN, TALEN, CRISPER/CAS9 
　　　など 

狙った遺伝子に変異を性格に導入 
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どの遺伝⼦子を操作すれば有⽤用形質を獲得できるか�
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トマトの多くの重要形質発現の分子機構 
の解明が進展 

簡単な遺伝子変異で性質が変化 
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トマトを高速デザイン出来る
時代が到来～世界を視野に入
れた産学連携が鍵～ 

ご静聴ありがとうございました 

これらの知⾒見見からゲノム編集技術を利利⽤用 　�

理理想のトマトを⾃自由にデザインすることが可能に�
得られた成果は他の作物にも応⽤用することも可能�

・戦略略的な育種開発�
・複数の有⽤用形質�
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